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4月14日(金)～20日(月)のうち4日間と5月11日(木)・12日(金)に、新卒者76名が看護技術研修(基礎
Ⅰ・基礎Ⅱ)を受講しました。事例をもとに研修者が患者役・看護師役を体験しながら看護技術の演習
を行いました。基礎教育での学びを振り返ることで、自分の課題が明確になり、患者の安全・安楽を
守るために正しい知識と技術の習得が重要であることを実感していました。また、各部署の教育担当
者から指導を受け、実際に使用している物品で演習を行うことで、部署の特徴を知り実践に向けた準
備を整えることができました。 

末梢点滴 
静脈注射 

薬剤の混注か
ら滴下調整ま
で一連の看護
技術の流れを
実施しました。 

静脈血採血 
腕モデルを使
用して知識と
技術の振り返
りを行った後、
研修者同士で
採血を行いま

した。 

経口・直腸 
与薬 

患者氏名・薬
剤名・与薬
量・与薬時
間・与薬方法
を患者ととも
に確認してか
ら与薬します。 

筋肉注射 
研修者同士で
相談しながら
筋肉注射の部
位を確認して
います。 

皮下注射 
安全な注射部
位の選択や刺
入時の留意点
を確認しなが
ら腕モデルへ
の注射を行い
ました。 

口鼻腔吸引 
模擬痰の入っ
た吸引モデル
を使用します。
患者の苦痛を
最小限とする
正しい手技を
演習しました。 

酸素療法 
中央配管や酸
素ボンベの使
用方法を学び
ました。酸素
療法中の観察
点や看護ケア
への気付きも
ありました。 

インスリン療法
における看護 
動画を視聴して
インスリン療法
に関する知識や
ペン型インスリ
ンの注射手技を
学んだ後、演習
を行いました。 



４月の研修時には緊張した面持ちが見られましたが、５月の研修時には和やかな表情で、研修者同士で話し合い、
相談し合いながら演習に取り組んでいました。入職後１か月が経過し、覚えることがたくさんあって不安や焦りもあ
るようですが、同期同士の交流を深めながら一歩一歩進んでいる印象を受けました。 
新人教育に関して、何かご意見やご要望などありましたらお気軽にご連絡ください。 
                                                   看護職キャリア支援 教育担当 

研修者が質問しや
すい雰囲気の中で、
１つ１つ知識や技
術を確認できて良

かった。 

研修者同士や指
導者とのコミュ
ニケーションを
図る良い機会と

なった。 

演習後に復習シー
トで振り返りを行
うことで、研修者
は学びを深めるこ
とができた。 

研修を通して研修
者の理解度を確認
できたので、部署
での教育につなげ
ていきたい。 

浣腸 
浣腸モデルを
使用して一連
の技術を行い
ました。患者
の羞恥心への
配慮や患者状
態の確認の大
切さを学びま

した。 

輸液ポンプ 
輸液の投与を開
始する前には必
ずキョクイファ
イナルチェック
で安全を確認し

ます。 

車椅子 
患者の身体状況
や付属物に注意
しながら安全に
車椅子への移
乗・移送を行う
方法を考えて演
習を行いました。 

食事介助 
とろみをつけ
た麦茶を使用
して、研修者
同士で食事介
助を体験しま

した。 

口腔ケア 
嚥下障害があ
りうがいがで
きない患者を
想定し、吸引
しながら行う
口腔ケアを演
習しました。 

ストレッチャー 
研修者自ら患者
役を体験するこ
とで、患者の恐
怖心や不安に気
付き、丁寧な声
掛けの大切さを
実感していまし

た。 

教育担当者
からの声 

シリンジ 
ポンプ 

シリンジが浮
き上がらない
ようにしっか
り固定されて
いることを確
認します。 

膀胱留置 
カテーテル 
清潔操作に
留意しなが
ら男性・女
性の膀胱留
置カテーテ
ル挿入を行
いました。 


